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特
集ほ

ん
じ
ゃ
ん
、



　

梅
雨
前
線
に
伴
う
記
録
的
な
豪
雨
に
よ

り
、
市
内
各
地
で
甚
大
な
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。
特
に
、
野
村
町
で
は
５
名
の
尊

い
命
を
失
う
こ
と
に
な
り
、
衷
心
よ
り
お

悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

　

肱
川
の
氾
濫
に
よ
り
、
多
く
の
家
屋
が

浸
水
し
、
各
所
で
護
岸
が
破
壊
さ
れ
ま
し

た
。
土
石
流
が
発
生
し
、
家
屋
な
ど
に
大

量
の
土
砂
が
流
入
し
ま
し
た
。
ミ
カ
ン
畑

や
農
業
用
ハ
ウ
ス
、
用
水
路
や
農
地
な
ど

の
大
規
模
な
崩
壊
も
発
生
し
ま
し
た
。
国

道
や
県
道
、
市
道
な
ど
で
は
土
砂
崩
れ
が

起
き
、
広
範
囲
で
長
期
間
に
及
ぶ
電
気
や

水
道
な
ど
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
切
断
も
発
生

し
ま
し
た
。

　
「
１
０
０
年
に
一
度
の
大
雨
」
と
い
う

言
葉
も
聞
か
れ
ま
す
が
、
想
像
を
絶
す
る

大
き
な
災
害
に
突
然
見
舞
わ
れ
ま
し
た
皆

様
に
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
生
活
再
建
支
援
を
第
一
に
、

農
林
水
産
業
や
商
工
業
を
は
じ
め
多
く
の

生な
り
わ
い業
を
直
撃
し
た
こ
の
災
害
か
ら
の
復
旧

と
復
興
に
、
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
を
お

誓
い
申
し
上
げ
ま
す
。

同
じ
こ
と
の
繰
り
返
し
は

絶
対
に
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん

　

今
回
、
豪
雨
に
よ
り
肱
川
が
氾
濫
し
ま

し
た
。
そ
れ
を
受
け
、
ダ
ム
を
所
管
す
る

国
で
は
、
住
民
へ
の
情
報
提
供
や
住
民
周

知
の
あ
り
方
、
効
果
的
な
ダ
ム
操
作
に
つ

い
て
の
技
術
的
考
察
な
ど
の
検
証
作
業
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
か
つ
て
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
降
雨
（
松
山
地
方
気
象

台
に
よ
る
と
７
日
午
前
7
時
30
分
ま
で
の

24
時
間
降
水
量
が
、
宇
和
で
観
測
史
上
最

高
の
３
４
７
ミ
リ)
が
あ
り
、
放
流
量
は

計
画
最
大
放
流
量
１
，
０
０
０
ト
ン
の
約

１
・
８
倍
の
量
が
放
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

野
村
ダ
ム
は
、
幾
度
と
な
く
繰
り
返
さ

れ
て
き
た
肱
川
の
氾
濫
を
防
ぎ
、
南
予
地

区
の
ミ
カ
ン
畑
や
家
庭
に
水
を
送
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
昭
和
57
年
に
建
設
さ
れ
、

37
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
振
り
返
れ
ば
、

ま
す
。
野
村
ダ
ム
と
の
情
報
共
有
方
法
の

あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
も
、
十
分
検
証
を

行
い
ま
す
。

　

そ
し
て
「
住
む
人
が
暮
ら
し
て
安
心
を

体
感
で
き
る
ふ
る
さ
と
」
を
、
必
ず
実
現

い
た
し
ま
す
。

　

災
害
発
生
直
後
か
ら
、
地
元
自
治
会
や

地
域
の
方
々
に
よ
る
自
主
的
な
助
け
合
い

は
も
と
よ
り
、
西
予
市
消
防
団
野
村
方
面

隊
を
は
じ
め
市
内
全
域
の
消
防
団
員
、
さ

ら
に
西
部
四
国
山
地
消
防
相
互
応
援
協
定

関
係
自
治
体
消
防
団
員
が
、
が
れ
き
の
撤

去
や
泥
の
か
き
出
し
、
災
害
ご
み
の
搬
出

や
運
搬
な
ど
を
積
極
的
に
支
援
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
市
内
外
か
ら

５
，
７
５
７
人
（
７
月
10
日
～
28
日
分
）

が
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
っ
た
ほ
か
、
愛
媛

県
建
設
業
協
会
や
愛
媛
県
造
園
緑
化
事
業

協
同
組
合
、
愛
媛
県
ペ
ス
ト
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
協
会
の
皆
様
は
、
連
日
の
炎
天
下
の
中
、

被
災
民
家
の
片
付
け
や
洗
浄
・
消
毒
な
ど

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
自
衛
隊
の
皆
様
に
は
、
給
水
車

配
備
や
仮
設
風
呂
の
設
置
、
孤
立
集
落
へ

の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
物
資
搬
入
や
土

砂
の
撤
去
作
業
な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ
き

し
た
。
全
て
の
皆
様
に
、
深
く
感
謝
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
か
お
力
と

お
知
恵
を
お
貸
し
く
だ
さ
い

　

さ
ら
に
今
回
、
私
た
ち
は
市
内
外
の
多

く
の
皆
様
か
ら
支
援
物
資
や
義
援
金
な
ど

を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。
子
ど
も

か
ら
高
齢
の
方
ま
で
、
一
人
一
人
の
思
い

に
優
し
さ
を
添
え
て
届
け
て
く
だ
さ
っ
た

こ
と
に
対
し
て
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。

　

今
な
お
避
難
所
で
の
不
自
由
な
生
活
を

さ
れ
て
い
る
皆
様
を
は
じ
め
、
被
災
さ
れ

た
多
く
の
市
民
の
皆
様
を
し
っ
か
り
支
え

な
が
ら
、
生
活
再
建
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
、
ど
う
か
お
力
と
、
お
知

恵
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。

　

一
日
も
早
く
、
水
も
空
気
も
人
も
景
色

も
食
べ
物
も
最
高
の
ふ
る
さ
と
西
予
市
を

取
り
戻
す
べ
く
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
と

手
を
取
り
合
っ
て
、
復
興
・
再
建
に
全
力

を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ダ
ム
が
あ
る
お
か
げ
で
洪
水
を
防
げ
た
こ

と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
し
、
ダ
ム
が
守
っ

て
く
れ
る
と
い
う
安
心
感
を
、
多
く
の
方

が
お
持
ち
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
回
は
違
い
ま
し
た
。

こ
の
災
害
の
経
験
を
踏
ま
え
、
異
常
気
象

が
常
態
化
し
た
天
候
に
対
応
で
き
る
治
水

運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
と
と
も
に
、

ダ
ム
放
流
時
の
流
下
能
力
を
上
げ
る
た
め

に
河か

し
ょ
う
く
っ
さ
く

床
掘
削
や
土
砂
の
除
去
を
直
ち
に
実

行
す
る
こ
と
、
そ
し
て
河
川
改
修
や
堤つ

つ
み

の

か
さ
上
げ
な
ど
、
目
に
見
え
る
対
策
を
国

に
強
く
求
め
て
い
き
ま
す
。

　

併
せ
て
、
肱
川
全
体
を
考
え
て
、
野
村

ダ
ム
や
鹿
野
川
ダ
ム
が
一
定
量
放
流
し
て

も
下
流
域
に
被
害
が
出
な
い
抜
本
的
対
策

に
つ
い
て
、
西
予
市
民
に
提
案
す
る
よ
う

関
係
機
関
に
要
望
し
ま
す
。
同
じ
こ
と
の

繰
り
返
し
は
、
絶
対
に
あ
っ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

　

市
と
し
て
も
、
地
域
防
災
計
画
を
見
直

し
、
避
難
準
備
情
報
や
避
難
勧
告
、
避
難

指
示
の
周
知
時
期
や
内
容
な
ど
を
改
善
し

ま
し
た
。
国
土
交
通
省
四
国
地
方
整
備
局

の
皆
様
に
は
、
大
規
模
災
害
箇
所
調
査
や

道
路
清
掃
、
散
水
車
派
遣
な
ど
を
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
「
災
害
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
総
括
支
援

員
」
と
し
て
、
災
害
対
応
の
知
見
を
有
す

る
幹
部
職
員
を
横
浜
市
か
ら
派
遣
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
同
時
に
、
災
害
時
に
応

援
職
員
を
確
保
す
る
た
め
に
自
治
体
同
士

を
組
み
合
わ
せ
る
「
対た
い
こ
う口

支
援
（
カ
ウ
ン

タ
ー
パ
ー
ト
）」
制
度
を
活
用
し
、
県
外

で
は
熊
本
市
や
室
戸
市
、
石
川
県
か
ら
職

員
を
派
遣
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ジ

オ
パ
ー
ク
を
通
じ
た
交
流
が
あ
る
室
戸
市

は
、
ふ
る
さ
と
納
税
で
災
害
支
援
寄
付
を

受
け
付
け
て
い
る
当
市
の
事
務
代
行
を
し

て
く
だ
さ
っ
て
も
い
ま
す
。

　

県
内
で
は
愛
媛
県
や
西
条
市
、
砥
部
町

や
伊
予
市
、
松
山
市
な
ど
か
ら
多
く
の
職

員
を
派
遣
し
て
い
た
だ
き
、
避
難
所
の
運

営
や
保
健
師
に
よ
る
健
康
調
査
、
断
水
時

の
給
水
支
援
活
動
や
被
災
者
の
生
活
再
建

に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
、
西
予
市
職
員
に

対
す
る
助
言
な
ど
、
幅
広
く
か
つ
力
強
く

支
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
多
く
の
皆
様
か
ら
、

各
方
面
で
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま

「
平
成
30
年
７
月
豪
雨
」
を
受
け
て

平
成
30
年
7
月
28
日

　
西
予
市
長
　
管
家 

一
夫
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特
集ほ

ん
じ
ゃ
ん
、

泥
だ
ら
け
の
家
具
。

ち
ぎ
れ
た
電
線
に
、

ぐ
に
ゃ
り
と
折
れ
曲
が
っ
た
標
識
。

今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が

な
い
ほ
ど
の
大
雨
が

７
月
、
西
予
市
を
襲
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
野
村
町
で
肱ひ

じ
か
わ川
が
氾
濫
︱
。

家
は
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
な
り
、

大
切
な
人
が
亡
く
な
り
、

見
慣
れ
た
風
景
は
、
一
変
し
ま
し
た
。

当
た
り
前
の
よ
う
に
、
明
日
も

「
今
日
」が
続
く
と
思
っ
て
い
た
の
に
。

大
切
な
あ
の
人
と
、
ま
た

笑
い
合
え
る
と
思
っ
て
い
た
の
に
。

日
常
は
、
残
酷
に
も
突
然

非
日
常
へ
と
姿
を
変
え
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
私
た
ち
は
。

「
な
ん
ぎ
な
の
ぉ
」

「
ほ
ん
じ
ゃ
ん
、」

「
や
ら
な
い
け
な
い
」

張
り
裂
け
そ
う
な
思
い
を
抱
え
、

涙
を
流
し
な
が
ら
も

必
死
に
前
に
進
も
う
と

一
歩
ず
つ
、
歩
き
始
め
て
い
ま
す
。

2018.９月号 4このまちで暮らす、私たちが主役のMagazine 広報せいよ5



７
月
７
日
、

肱川が氾濫した野村町では、浸水深が最大５メートル以上に。か
つ
て
な
い
豪
雨

昨年のえひめ国体で、相撲競技の舞台に
もなった乙亥会館。水は一時、乙亥会館
の屋根付近にまで及んだ。

水が引いた後のまちの様
子。家の中まで、ぬかる
んだ泥で覆われている。

提供：一般社団法人 ZENKON-nex

提供：一般社団法人 ZENKON-nex

死者５人 一時孤立人数 2207 人

最大 24 時間
降水量 347mm（7/7、7 時 30 分、観測史上最高）

停
電
８
５
１
０
戸

肱川氾濫

土
砂
災
害
48
カ
所

電柱は倒れ、路面はめくれ上がる。

乙会館内部。２階席にも水が残る。

住家被害 686 棟以上
8/7 現在

2018.９月号 6このまちで暮らす、私たちが主役のMagazine 広報せいよ7



ふ
る
さ
と
の
光
景

一
変
し
た　

ＪＲ卯之町駅付近

県立宇和特別支援学校
付近（宇和町永長）

「すごい音がしてなあ。裏山から突然、１階に土砂が流れ込んで来たんよ。びっくりして寝起き姿
のまま、２階の窓から隣に逃げました」。静かに我が家を見つめる。（宇和町明間岡山）

宇和町明間四道

県道宇和野村線では、大規模な土砂崩れが発生。（宇和町明間）

　

梅
雨
前
線
や
台
風
７
号
の
影
響
に
よ

り
、
６
月
28
日
か
ら
7
月
8
日
頃
に
か

け
て
、
西
日
本
を
中
心
に
広
範
囲
で
記

録
的
な
豪
雨
が
発
生
。

　

西
予
市
で
は
７
月
７
日
午
前
７
時
30

分
に
、
観
測
史
上
最
高
と
な
る
３
４
７

㎜
の
最
大
24
時
間
降
水
量
を
記
録
。

　

市
内
全
域
で
甚
大
な
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。

【
農
地
・
農
業
用
施
設
被
害
】

　

約
１
５
９
０
件

　

被
害
額　

約
56
億
円

【
林
道
被
害
】

　

40
路
線
１
３
３
カ
所

　

被
害
総
額　

約
17
億
円

※
い
ず
れ
も
８
月
７
日
現
在

「水源地が被災して水が出ん。
それなら専用のホースをつな
げて水を出そうという話にな
りました」。
水源地まで 400 ｍ。川にかか
る道が落ちている中、西予市
消防団宇和方面隊下宇和分団
の約 30 人が力を合わせてホー
スをつなぐ。（宇和町明間上成）

このまちで暮らす、私たちが主役のMagazine 広報せいよ9 2018.９月号 8



大
き
な
被
害市

内
全
域
で

野福峠からの光景。
緑の山肌に何カ所
も土砂崩れの跡が
残る。ミカンの段々
畑も大きな被害を
受けた。（左）

三瓶町の安土・日
吉崎（右）

西予市消防団明浜方面
隊俵津分団と、地区住
民による復旧作業。

（明浜町俵津大浦）

城川町の宝泉坊前、国道 197 号線

城川町下相

南公民館付近
（三瓶町蔵貫浦）

明浜中学校では、校舎の裏
山から土砂が流れ込んだ。

城川総合運動公園付近

このまちで暮らす、私たちが主役のMagazine 広報せいよ11 2018.９月号 10



「復興を祈ってる」
全国から応援の声
続々と。
復興に向け、市では「ふるさと納税」を活用した

寄付金の受付を、災害後から開始。

寄付金と共に寄せられた
西予市への「思い」の一部を紹介します。

　

   C
heer up!

昨年国体でお世話になりました。皆様の
温かい歓迎、応援のおかげでとても頑張れま
した。豪雨災害で日常が一変し、つらいと思
いますがどうか復興の希望を持ってくだ
さい。食べて、飲んで、笑って、そんな日々
が１日でも早く戻ることを祈っています。
2018/07/10（火） 14:14

愛媛県は私にとって第２の故郷です。本当に大
変だとは思いますが、遠くから祈っております。
2018/07/11（水） 21:52

国体のときは、息子を福井を応援してい
ただきありがとうございます。今度は
こちらがお返しをする番です。
2018/07/11（水） 21:48

がんばれ野村、負けるな野村！
2018/07/11（水） 21:45

一刻も早く皆様の生活が取り戻せ
ますよう心から応援いたします。
2018/07/11（水） 21:39

少しでも復興の手助けをと思い寄付しま
す。暑い日が続き、心身ともに疲弊され
ていると思いますが、応援しています。
2018/07/11（水） 19:48

現在進学で地元を離れていますが、いつも心
の支えとなっている大好きな故郷です。すぐ
に駆けつけられないのが悔しくてなりません
が、落ち着いたら野村に帰ってお手伝いした
いと思います。頑張れ野村！頑張れ西予！
2018/07/11（水） 19:27

朝霧湖マラソンでは大変お世話になっていま
す。初めてハーフを完走した大会で以降、毎
年走らせてもらっています。微力ながら、
今度は応援させてください。
2018/07/11（水） 19:07

故郷が１日も早く元気になりますよう
に…。少しですが使ってください。
2018/07/11（水） 16:51

昨年秋の「えひめ国体 相撲競技」で子ども
が民泊で大変お世話になりました。
その時にいただいた温かいおもてなしは、子ど
もも私も生涯忘れません。今回の災害で、大変
な被害に遭われていることに、私どもも心を痛
めております。ただただ復興を祈るばかりで、
もどかしく、また少しの寄付しかできませんけ
ど、皆様のお役にたてれば幸いです。暑い日
が続きますが、ご自愛ください。また以前の
温かい人情の通うまちへと復興でき
ますことを、心からお祈りいたします。
2018/07/10（火） 21:55

祖父母が住んでいた私の大好きなまちでも
あり、里帰り出産のため私が生まれたまち
でもあります。 今は東京に住んでいますが、

どこの観光地へ行くよりも、自然
が多くて、空気が綺麗で、人が温かくて、

大好きなまちです。微力ですが少しでも
お力になれると幸いです。お身体にはお気
を付けて、みんなで力を出し合い、支え合っ
て必ず乗り越えられることを祈っています。
2018/07/10（火） 09:14

野村町の復旧を心から願っていま
す。優しい川辺の風景を、そこに
暮らす優しい人たちの心からの笑
顔を、再び見られますように。
2018/07/09（月） 23:38

祖父母が暮らす西予市。 
心ばかりのご恩返しです。
2018/07/09（月） 23:29

豪雨災害で被害に遭われた方々、お見舞い
申し上げます。3 年前、とある用事で西予
市に訪れました。 綺麗な川と素晴らしい自
然に出会い、素晴らしい人達に出会えまし
た。また、自然な日常が戻りますように。
なんでもない 1 日が戻りますように。あ
の素晴らしい人達が笑顔であり
ますように。心より願っております。
2018/07/09（月） 23:19

以前、朝霧湖マラソンに参加したことがありま
す。美しい自然と住民の方々の温かな応援に本
当に感動しました。皆様が平穏な暮らしに戻る
ことができますよう、少額ですが寄付いたしま
す。少しでもお役に立てたら幸いです。
2018/07/10（火） 14:02

実家が野村町で、小中高過ごしました。今は
何もできなくて、もどかしい気持ちでいっぱ
いですが、お盆に帰省するので、そのとき少
しでもお力になれたらと思っています。
2018/07/11（水） 12:33

以前、乙亥相撲で息子が稚児の土俵入りをさせ
てもらいました。おかげさまで息子も元気にた
くましく育っております。そんな野村町の被害
の大きさを目の当たりにし、とても胸が痛いで
す。寄付しかできませんが、1 日も早く平穏な
日常が取り戻せますよう、お祈りいたします。
2018/07/11（水） 00:22

人生のどん底にいたとき、野村町の朝
霧湖マラソンに参加させていただき、生き
る力を与えていただきました。町民の
皆さんの温かさに心から励まされま
した。すぐにでも駆けつけたいのですが行
けません。微力ながらお役に立てればと思
い寄付させてください。これからも生きて
ください。最後にお亡くなりになられた方
のご冥福を心よりお祈り申し上げます。
2018/07/10（火） 22:24

地元の野村町が大変なことになっ
ていて胸が痛みます。少しでも早
く復興することを願っています。
2018/07/10（火） 21:45

また立ち寄った時に、復興し
たまちの姿を見せてください。
2018/07/10（火） 18:00

大変な事態になりましたが一緒に
頑張りましょう。熊本が受け
たご恩をお返しします。
2018/07/10（火） 16:38

１日も早い復興を祈っています。
2018/07/10（火） 12:17

1966 年生まれの同級生達、野村町城川町
の方々、踏ん張ってください。ふるさと
納税でしかお手伝いできませんが、皆さ
んの田舎魂を信じています。復興を願っ
ています。どうかどうか踏ん張って !
2018/07/10（火） 07:46

「復興を祈ってる」「復興を祈ってる」
応援のの声

復興に向け、市では「ふるさと納税」を活用した

西予市への「思い」の一部を紹介します。

Cheer up!
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顔
を
上
げ
て

一
歩
ず
つ

日
常
を

取
り
戻
し
た
い
。

涙
が
こ
ぼ
れ
な
い
よ
う
に

顔
を
上
げ
て
、
上
を
向
い
て
。

目
の
前
の
こ
と
を
、
一
つ
ず
つ
。

こ
の
一
歩
が

明
る
い
方
向
へ
続
く
と
、
信
じ
て
。

　
「
家
も
、
道
具
も
、
思
い
出
の
品
も
、

全
部
だ
め
に
な
っ
て
し
も
う
た
」

　

受
け
入
れ
が
た
い
現
実
。
そ
れ
で
も

傷
付
い
た
家
を
、
何
と
か
し
た
い
。
傷

「この高さまで、水が
来とりますね」。
被災した住宅の２階
部分。床には泥が堆
積し、押し寄せた水
の爪痕が壁にも残る。

安倍晋三首相が 7 月 13 日（金）に
来市し、災害現場を視察。三島橋
の上で犠牲者に黙とうを捧げた。 浄水場が冠水し、浄水設

備が被災したため野村で
断水が発生。家屋の復旧
作業のため泥と汗で汚れ
ても、最初は洗い流す水
も出なかった。
飲料水は、給水車まで取
りに行く日々。

（7 月 14 日に一部地域で
通水、20 日に全域で通水）

家 具 の 運 び 出 し を 終 え
た、被災住宅の内部。浸
水により壁ははがれ、天
井には泥の跡が残る。

豪雨後は肱川の水も引き、猛暑に。何事もなかったかのような晴天と、一変したふるさとの光景が広がる。

付
い
た
「
あ
の
人
」
に
寄
り
添
い
な
が

ら
、
一
緒
に
が
ん
ば
り
た
い
。
だ
か
ら

自
分
に
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。

何
よ
り
、じ
っ
と
し
て
い
ら
れ
な
い
―
。

　

道
路
と
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸
断
さ

れ
、
被
災
直
後
に
一
時
孤
立
状
態
と

な
っ
た
野
村
町
。
給
水
車
な
ど
の
支
援

が
入
る
前
か
ら
、
ま
ち
の
人
た
ち
は
が

れ
き
の
撤
去
や
家
の
片
付
け
な
ど
、
協

力
し
合
っ
て
続
け
て
き
ま
し
た
。「
何

と
か
せ
な
い
け
ん
」
と
い
う
、
強
い
思

い
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

目
の
前
の
こ
と
を
、
一
つ
ず
つ
。
み

ん
な
で
励
ま
し
合
い
、支
え
合
っ
て「
日

常
」
を
取
り
戻
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。自衛隊の専用車両による消毒

野村地域教育複合施設「ゆ
めちゃんこ」前に飾られ
て い た、 七 夕 の 笹 飾 り。
それぞれの願いが揺れる。
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「
大
切
な
場
所
」

「
大
好
き
な
人
た
ち
」　

「
放
っ
て
お
け
ん
！
」

 

思
い
は
、
行
動
と
な
っ
て
。

人
と
人
と
の
結
び
つ
き
が
強
く
て

地
域
で
子
ど
も
を
育
む
、
温
か
な
土
地
。

相
撲
と
「
お
も
て
な
し
」
を
愛
す
る

優
し
い
人
た
ち
が
暮
ら
す
土
地
。

そ
ん
な
野
村
町
と
、

大
好
き
な
人
た
ち
を
「
放
っ
て
お
け
ん
！
」

市
内
外
か
ら
多
く
の
人
た
ち
が
集
ま
り
、

復
旧
作
業
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　

ジ
リ
ジ
リ
と
体
を
焼
く
よ
う
な
強
烈

な
日
差
し
と
、
30
度
越
え
の
気
温
。
少

し
体
を
動
か
せ
ば
、
汗
が
吹
き
出
し
ま

す
。
被
災
地
区
で
は
粉
じ
ん
な
ど
が
舞

い
上
が
る
た
め
、
暑
く
て
も
マ
ス
ク
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

セ
ミ
の
鳴
き
声
が
響
き
渡
る
７
月
中

旬
。
連
日
、
復
旧
作
業
に
没
頭
す
る
人

た
ち
が
い
ま
す
。
地
元
野
村
町
の
学
生

や
、
市
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。

　
「
地
元
が
大
変
な
こ
と
に
な
っ
と
る

の
に
、
放
っ
て
お
け
ん
」

　
「
少
し
で
も
力
に
な
り
た
い
け
ん
」

と
学
生
た
ち
。

　

中
に
は
「
毎
年
、
野
村
町
で
開
催
さ

れ
る
朝
霧
湖
マ
ラ
ソ
ン
が
楽
し
く
て
、

参
加
を
続
け
て
い
ま
し
た
。
今
ま
で
受

け
て
き
た
お
も
て
な
し
へ
の
恩
返
し
が

し
た
く
て
、
仕
事
を
休
ん
で
県
外
か
ら

来
ま
し
た
」
と
話
す
人
の
姿
も
。

私
た
ち
は
一
人
じ
ゃ
な
い
。

「
一
緒
に
、
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
ね
」

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
が
「
西
予
市
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
を
立
ち

上
げ
て
以
降
、
全
国
か
ら
６
０
０
０
人

以
上
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
野
村
町

に
入
っ
て
い
ま
す
（
８
月
７
日
現
在
）。

　

大
好
き
な
ま
ち
と
、
そ
こ
に
暮
ら
す

大
切
な
人
た
ち
の
身
に
起
こ
っ
た
出
来

事
は
「
ヒ
ト
ゴ
ト
」
で
は
な
く
「
ジ
ブ

ン
ゴ
ト
」。
だ
か
ら
、
で
き
る
こ
と
を

し
た
い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
多
く
が
、

こ
う
話
し
ま
す
。

　
「
一
緒
に
、が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
ね
」。

　

私
た
ち
は
、
い
つ
だ
っ
て
一
人
じ
ゃ

な
い
。
す
ぐ
そ
ば
に
は
、
多
く
の
支
援

と
温
か
な
思
い
が
あ
り
ま
す
。
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野
村
町
の
人
は

優
し
く
て
、
強
い
。

ま
さ
に
皆
さ
ん
の

お
手
本
で
す
。

体
育
館
は
避
難
所
、

校
庭
は
駐
車
場
、
ホ
ー
ル
は
物
資
配
給
所
。

多
く
の
人
の
「
生
活
の
場
」
と
な
っ
て
い
る

野
村
小
学
校
で
は
、

約
２
週
間
ぶ
り
に
授
業
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

「
み
ん
な
で
、
野
村
町
を
元
気
に
し
て
い
こ
う
」

子
ど
も
も
大
人
も
、
思
い
は
同
じ
で
す
。

　

被
災
後
、
野
村
小
学

校
の
校
庭
は
駐
車
場
、

体
育
館
は
避
難
所
、
ホ
ー

ル
は
物
資
配
給
所
と
し

て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

校
舎
の
一
室
は
自
衛
隊

の
宿
泊
場
所
と
し
て
も
使
わ
れ
て
い
る

た
め
、
小
学
校
は
多
く
の
人
に
と
っ
て

「
生
活
の
場
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
７
月
19
日
（
木
）
に
授

業
は
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
災
害
後
、
約

２
週
間
ぶ
り
の
こ
と
で
す
。

「
天
国
の
野
村
町
で
、
幸
せ
に
…
」

　

登
校
日
の
朝
、
上
甲
和
也
校
長
は
児

童
に
対
し
て
、
校
内
放
送
で
ゆ
っ
く
り

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
「
今
朝
は
、
約
２
週
間
ぶ
り
に
み
ん

な
の
顔
を
見
て
、
涙
が
出
ま
し
た
。
生

き
て
い
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
。

　

７
月
７
日
、
七
夕
の
日
。
私
た
ち
の

野
村
町
は
、
豪
雨
に
よ
る
被
害
で
一
変

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
大
変
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
み
ん
な
の

命
は
守
ら
れ
ま
し
た
。
助
け
て
く
れ
た

家
族
や
、
地
域
の
人
に
、
感
謝
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
私
も
、
皆

さ
ん
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
生
き
て
い

て
く
れ
て
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
。

　

し
か
し
、
野
村
町
で
は
５
人
が
亡
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
つ
ら
く
、
悲

し
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
亡
く

な
っ
た
人
が
、
天
国
の
野
村
町
で
幸
せ

に
暮
ら
せ
る
よ
う
、こ
れ
か
ら
ず
っ
と
、

お
祈
り
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

悲
し
み
や
猛
暑
に
負
け
ず

元
の
野
村
町
に
戻
そ
う
と
、
懸
命
に

　

校
内
放
送
を
、
じ
っ
と
聞
く
児
童
た

ち
。
上
甲
校
長
は
話
を
続
け
ま
す
。

　
「
今
、
野
村
町
の
人
た
ち
は
、
悲
し

み
や
猛
暑
に
負
け
ず
、
み
ん
な
で
励
ま

し
合
い
、
助
け
合
っ
て
、
元
の
す
ば
ら

し
い
ま
ち
に
戻
そ
う
と
一
生
懸
命
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。
思
い
や
り
が
あ
り
、

優
し
く
て
、
強
い
人
ば
か
り
で
す
。
ま

さ
に
、
皆
さ
ん
の
お
手
本
で
す
。

　

そ
し
て
、
家
が
大
変
な
被
害
に
あ
っ

「早く元の生活に戻れる
よう祈っています」。
人 気 ア イ ド ル グ ル ー プ

「嵐」のメンバー松本潤
さんが、７月 21 日（土）
に避難所となっている野
村小学校体育館を訪問。
大きな歓声が上がり、子
どもたちもこの笑顔。

て
、
不
自
由
な
生
活
を
し
て
い
る
お
友

達
も
い
ま
す
。
で
も
、
家
の
片
付
け
を

手
伝
い
な
が
ら
、が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
い
う
時
だ
か
ら
こ
そ
、
野
村
町
の

人
た
ち
の
よ
う
に
心
を
強
く
持
っ
て
、

み
ん
な
で
励
ま
し
合
っ
て
、
が
ん
ば
り

ま
し
ょ
う
。
全
国
の
人
た
ち
が
、
応
援

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
み
ん
な
の
元
気

と
、
一
生
懸
命
な
が
ん
ば
り
で
、
野
村

町
を
元
気
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

　

復
興
に
向
け
て
、
気
持
ち
を
一
つ
に

し
た
野
村
小
学
校
。
中
に
は
、
目
を
う

る
ま
せ
る
教
諭
の
姿
も
あ
り
ま
し
た
。

　

悲
し
く
て
た
ま
ら
な
く
て
、
今
で
も

涙
が
出
る
と
き
が
あ
る
。
そ
れ
で
も
元

の
生
活
を
、
元
の
野
村
町
を
取
り
戻
し

た
い
。
苦
し
い
思
い
は
あ
る
け
れ
ど
、

笑
顔
で
、
前
に
進
ん
で
い
き
た
い
―
。

　

子
ど
も
も
大
人
も
「
日
常
」
を
取
り

戻
そ
う
と
必
死
に
顔
を
上
げ
、
今
日
も

一
歩
を
踏
み
出
し
続
け
て
い
ま
す
。

中庭の様子。避難者の洗濯物を干す場となっている。

「では、地図記号の復習をしましょう。みんな覚えとるかな？どうかな？」久しぶりの授業。真剣なまなざしが輝く。 校庭は駐車場に。災害派遣の自衛隊車両が並ぶ。

避難所となった野村小学校
の体育館。
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な
ん
ぎ
な
の
ぉ
。

ほ
ん
じ
ゃ
ん
、

や
ら
な
い
け
な
い
。

復興を応援したい

　もう一度、かつての輝きにあふれたまちへ。
復興に向け、市では義援金を受け付けています。

金融機関での振り込み

口座名義（各金融機関共通） 
　西予市平成 30 年７月豪雨災害義援金

現金書留で送付いただく場合
　お近くの郵便局の窓口から、次の送付先まで
お送りください。郵便料金は免除となります。
送付先

〒 797-8501 愛媛県西予市宇和町卯之町三丁目
434 番地１　西予市役所義援金受付係

直接お持ちいただく場合
　受付時間は平日の午前８時 30 分から午後 5
時 15 分まで（土日祝日の受付不可）。
　受付は平成 30 年 10 月 31 日（水）まで。
受付窓口

　・西予市役所会計課
　・西予市役所 明浜支所総務課
　・西予市役所 野村支所総務課
　・西予市役所 城川支所総務課
　・西予市役所 三瓶支所総務課

ふるさと納税を活用した寄付金
　下記２サイトで受け付けています。
「ふるさとチョイス」内特設ページ
　https://www.furusato-tax.jp/
saigai/detail/401
「さとふる」内特設ページ
　https://www.satofull.jp/static/
oenkifu/oenkifu_201807.php

　「日本赤十字社」と「中央共同募金会」でも義
援金を受け付けており、被災地の各自治体に送
金されます。

金融機関名 店名 種別 口座番号
東宇和農業協同組合 本店 普通 0035562

伊予銀行 卯之町支店 普通 1488601
宇和島信用金庫 卯之町支店 普通 0070617
愛媛信用金庫 野村支店 普通 0127663
愛媛銀行 卯之町支店 普通 3829406

ゆうちょ銀行 00190 -5 -
603259

胸
が
張
り
裂
け
そ
う
な
ほ
ど
苦
し
く
て
、

今
で
も
涙
が
出
る
け
れ
ど
。

つ
ら
い
と
き
こ
そ
笑
っ
て

苦
し
い
と
き
こ
そ
、
踏
ん
張
り
た
い
。

野
村
町
の
人
が
、
口
に
す
る
言
葉
で
す
。

「
な
ん
ぎ
な
の
ぉ
」︵
苦
し
い
な
ぁ
︶

「
ほ
ん
じ
ゃ
ん
、」︵
だ
け
ど
、︶

「
や
ら
な
い
け
な
い
」︵
や
る
し
か
な
い
︶

　
「
１
日
も
早
く
、
日
常
を
取
り
戻
し

た
い
」　

　
「
早
く
、
何
と
か
せ
な
い
け
ん
」

　
「
元
気
な
野
村
町
に
戻
し
た
い
」

　

今
は
ま
だ
道
の
途
中
で
、
先
が
見
え

ず
に
涙
が
出
る
日
も
多
い
け
れ
ど
。
そ

れ
で
も
一
歩
ず
つ
、
笑
顔
で
過
ご
せ
る

日
常
を
取
り
戻
し
て
い
き
た
い
。
野
村

町
の
人
は
、
こ
う
口
に
し
ま
す
。

　
「
な
ん
ぎ
な
の
ぉ
」

　
「
ほ
ん
じ
ゃ
ん
、」

　
「
や
ら
な
い
け
な
い
」

　

苦
し
い
と
き
も
、
私
た
ち
は
一
人

じ
ゃ
な
い
。
多
く
の
助
け
が
、
す
ぐ
そ

ば
に
あ
る
か
ら
。
だ
か
ら
、
今
日
も
顔

を
上
げ
て
、
涙
を
ふ
く
。
心
か
ら
笑
え

る
日
が
、
ま
た
必
ず
来
る
と
信
じ
て
。
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支援金や減免など
被災した皆さんへの
支 援 制 度

支援制度をまとめたしおり

り災証明書の申請があった人に郵送

済み。市役所（各支所）窓口や公民

館にも置いています。市ホームペー

ジにも掲載中。ご活用ください。

支援制度について
相談したい

　支援制度に関する相談を市
役所と各支所で受付中。
野村支所

　午前９時～午後５時 15 分
（平日）まで。土・日・祝日に
ついては、り災証明書の交付
時間に合わせて開設します。
問  野村支所☎ 72-1112
野村支所以外

　市役所、明浜・城川・三瓶
支所は午前 8 時 30 分～午後
5 時 15 分（平日）まで。
問  西予市役所☎ 62-1111
　  明浜支所☎ 64-1280
　  城川支所☎ 82-1113
　  三瓶支所☎ 33-1111被災家屋の解体

撤去費用の支援
　り災証明書で「半壊以上」
と判定された、空き家でない
家屋が対象。
申請に必要なもの

・申請書兼同意書
・り災証明書
・建物配置図および現況写真
・ 建物の登記事項証明書に他

の共有者や抵当権者などの
権利関係者がいる場合は、
権利者全員の同意書及び印
鑑登録証明書

・ 申請者または代理人の本人
確認書類の写し（運転免許
証または保険証など）

・ その他市長が必要と認める書類
問  環境衛生課☎ 62-1132

災害見舞金
　災害で被害を受け支給要件
に該当する人が対象。り災証
明の申請手続きが必要です。
支給額

【全壊・流失】５万円／世帯
【半壊（大規模半壊を含む）】
　３万円／世帯

【床上浸水】２万円／世帯
申請に必要なもの

・印鑑
・ 世帯主の通帳（振込口座が

確認できるもの）
手続先

　福祉課または臨時申請受付
窓口
問  福祉課☎ 62-6428

このページに載っていない情報も満載

県・市からの
緊急支援金

　住居に被害を受けた世帯が
対象。国の生活再建支援金に
加え、県・市からの支援金が
支給されます。
支給額

　被害区分や再建方法に応じ
て支給額は変わります。
　 例 え ば 半 壊 で は、37 万
5000 円（ 単 身 世 帯 28 万
1250 円）など。
手続き先

　福祉課または臨時申請受付窓口
問  福祉課☎ 62-6428

家屋の消毒
　今回の豪雨により被災さ
れ、床下・床上浸水した家屋
内の消毒を市で行います。希
望する人はご連絡ください。
問  環境衛生課☎ 62-1132

消毒薬の無料提供
　自分で消毒したい場合や、
市が行う消毒は済んだけれど
家具などを消毒したい場合、
無料で消毒薬をお渡ししてい
ます。遠慮なく申し付けくだ
さい。
対象者

　今回の豪雨により床下・床
上浸水した世帯の人
問  環境衛生課☎ 62-1132

市税の減免
　被害の程度に応じて市県民
税や国民健康保険税、固定資
産税を減免します。１年間の
期間に限り、徴収の猶予が認
められる場合もあります。減
免を受けるには別途、り災証
明の申請手続きが必要です。
問  税務課☎ 62-6401

被災住宅の応急修理
　今回の豪雨によって住居が
半壊以上の被害を受け、自ら
修理する資力のない世帯に対
し、被災した住宅の居室や台
所、トイレなど日常生活に必
要不可欠な最小限度の部分を
市が業者に依頼し、一定の範
囲内で応急的に修理します。
限度額

　修理限度は１世帯あたり 58
万 4000 円
申請に必要なもの

　り災証明書ほか
問  福祉課☎ 62-6428

保育料の減免
　住家が被災した人は、り災
証明書の交付を受け、保育料
減免申請書を提出することで
減免が受けられます。
問  子育て支援課☎ 62-6551

災害援護資金
　世帯主が負傷、または住居

（全壊、大規模半壊、半壊）家
財に被害を受けた人に貸し付
けます。所得制限あり。り災
証明書の提出が必要です。
貸付額

　被災の状況などに応じて、
150 万円～最大 350 万円。
貸付条件

　利率： 年３％（据置期間中
は無利子）

　償還期間： 10 年（据置期間
を含む）

　据置期間： ３年（特別な場
合 5 年）

問  福祉課☎ 62-6428

国民年金保険料の
免除

　平成 30 年 6 月分～平成 32
年６月分まで、年金保険料納
付の免除ができます。
対象者

　国民年金第１号被保険者で
納付が困難（学生を除く）か
つ、住宅や家財（事業用財産
を含む）などに２分の１以上
の損失があった人。
申請に必要なもの

・印鑑
・ 年金手帳（紛失の場合は、

再交付の手続きが必要です）
問  市民課☎ 62-6405

「り災証明書」
申請受付

　り災証明書交付のための現
地調査申し込みを受付中。申
し込みの際は、可能な限り被
害状況の分かる写真の添付が
必要。早急に取り壊す必要が
ある場合は、取り壊し前に必
ず建物の破損状況が分かる写
真を残しておいてください。
り災証明書の交付時期

　多数の家屋が被害を受けて
おり、交付まで時間を要して
います。準備が整い次第連絡
しますので、ご理解ください。
問  税務課☎ 62-6401

生活福祉金の
特例貸付

　県内に住所を有し、当座の
生活費を必要とする被災世帯
に無利子で貸し付けます。
貸付額

　原則１世帯につき 10 万円
以内、１回限り。ただし以下
の場合は 20 万円以内。
①   世帯員の中に被災による死

亡者がいる
② 世帯員に要介護者がいる
③ 4 人以上の世帯である
④  世帯員に被災による重傷者

や妊産婦、学齢児童がいる
据置期間

　貸付の日から１年以内
償還期限

　据置期間終了後２年以内
問  市社会福祉協議会 本所
　  ☎ 72-2306

西予CATV
利用料の減免

　 被 災 し た 利 用 者 が 対 象。
平 成 30 年 ９ 月 30 日 ま で、
CATV 利用料の減免が受けら
れます。
対象期間

　平成 30 年 7 月 5 日～平成
30 年 9 月 30 日
問  西予 CATV ㈱☎ 62-7811

中小企業など
復興補助金

　中小企業などに対し、被災
した施設などの復旧に要する
経費の一部を補助します。
補助対象期間

　被災日以降に着手し、平成
32 年３月 31 日までに完了す
る事業。（平成 30 年度は、平
成 31 年３月 31 日までに完了
する事業）
申請期限 （平成 30 年度）

　平成 31 年２月 28 日
問  経済振興課☎ 62-6408
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台風の季節
今年は例年以上に

災害に警戒を！
７月に発生した豪雨の影響で、市内全域で地盤が緩み

通常の雨量でも土砂災害が起こりやすい状態となっています。

その上、この時期は台風が多く発生します。

土砂災害への警戒を最大限に強め、自分と家族の命を守りましょう。

「
い
つ
も
と
違
う
」
は
危
険
の
サ
イ
ン田んぼや川の様子は

絶対に！見に行かない！
「自分は大丈夫」が死亡事故につなが
ります。絶・・・対に近付かないでください。

雨
が
弱
い
う
ち
に
、
避
難
準
備
を
開
始

川
の
氾
濫
や
土
砂
災
害
な
ど
は
一
気
に
起
こ
る
た
め
、
避
難
が
遅
れ

る
と
命
に
か
か
わ
り
ま
す
。

天
候
が
荒
れ
て
か
ら
で
は
移
動
も
大
変
に
な
る
上
、
避
難
指
示
が
出

て
か
ら
で
は
遅
い
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
雨
が
弱
い
う
ち
か
ら
い
つ

で
も
避
難
で
き
る
よ
う
に
、
準
備
を
始
め
て
く
だ
さ
い
。

特
に
、
高
齢
者
や
子
ど
も
の
い
る
家
庭
な
ど
、
避
難
に
時
間
を
要
す

る
家
庭
で
は
早
め
の
行
動
が
重
要
で
す
。

戻
ら
な
い

降
雨
の
ピ
ー
ク
を
過

ぎ
て
小
康
状
態
に

な
っ
て
い
る
と
き
で

も
、
土
砂
災
害
が
発

生
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
避
難
勧
告

や
避
難
指
示
が
解
除

さ
れ
る
ま
で
、
戻
ら

な
い
で
く
だ
さ
い
。

「
注
意
報
」
で
避
難

７
月
豪
雨
に
よ
り
、市
内
全
域
で
災
害
が
発
生
し
や
す
い
状
態
と
な
っ

て
い
る
こ
と
を
受
け
て
、
市
で
は
次
の
よ
う
に
対
応
し
ま
す
。

大
雨
注
意
報
が
出
た
ら

す
ぐ
に
避
難
所
を
開
設
し
、
高
齢
者
や
子
ど
も
、
障
が
い
者
な
ど
要

支
援
者
に
避
難
を
促
し
ま
す
。
特
に
土
砂
災
害
が
発
生
し
た
地
域
に

住
ん
で
い
る
人
は
、
こ
の
段
階
で
の
避
難
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

通
常
な
ら
警
報
段
階
で
避
難
所
設
置
を
検
討
し
ま
す
が
、
市
で
は
避

難
情
報
基
準
を
、
通
常
よ
り
一
段
階
早
め
て
運
用
し
ま
す
。

大
雨
警
報
︵
土
砂
災
害
︶
が
出
た
ら

避
難
勧
告
を
出
し
ま
す
。

速
や
か
に
避
難
所
へ
の
避
難
を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
出
た
ら

避
難
指
示
（
緊
急
）
を
出
し
ま
す
。

人
的
被
害
が
発
生
す
る
可
能
性
が
非
常
に
高
ま
っ
て
い
る
か
、
ま
た

は
実
際
に
人
的
被
害
が
発
生
し
て
い
る
状
況
で
す
。

た
だ
ち
に
避
難
所
へ
の
避
難
を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

避
難
中
の
人
は
確
実
に
避
難
を
完
了
し
て
く
だ
さ
い
。

避
難
す
る
時
間
が
な
い
と
き
は
、
生
命
を
守
る
最
低
限
の
行
動
を

と
っ
て
く
だ
さ
い
。

合言葉は「危険になる前に避難」

住まいや職場の
危険個所は…？
「防災マップ 」
で、 土砂災害危
険箇所を再度確
認してください。

「防災マップ」は2017年５月に全戸配布。市役所や各支所にも置いています。
手元にない人は、市役所（各支所）窓口で申し付けください。

危険個所は…？
「防災マップ 」

土砂災害危

「防災マップ」は2017年５月に全戸配布。市役所や各支所にも置いています。

警
戒
情
報
な
ど
が
出
て
い
な
く
て
も
、
次
の
よ
う
な
サ
イ
ン
が
あ
っ

た
ら
、
土
砂
災
害
が
い
つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
状
態
で
す
。
周

り
の
人
に
声
を
か
け
、
す
ぐ
に
安
全
な
場
所
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

１
．
川
の
水
が
濁
り
流
木
が
混
ざ
る
、
土
臭
い
に
お
い
が
す
る

２
．
雨
が
降
っ
て
い
る
の
に
川
の
水
位
が
下
が
る

３
．
沢
や
井
戸
の
水
が
に
ご
る

４
．
斜
面
か
ら
水
が
噴
き
出
す

５
．
斜
面
か
ら
物
音
が
す
る

6
．
斜
面
か
ら
小
石
な
ど
が
落
ち
て
き
た
り
す
る

7
．
地
面
に
亀
裂
や
段
差
が
生
じ
る

8
．
木
が
傾
い
た
り
、
地
面
が
揺
れ
る

9
．
山
鳴
り
や
地
鳴
り
が
す
る

10
．
い
つ
も
と
違
う
こ
と
が
起
き
る
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図書館を利用
していない皆さんへ

未来に残したい
この地の文化財や公文書

　7 月に西日本を襲った豪雨
災害では、当市でもいくつか
の文化財が被災しました。
　文化財に指定されていない
ものでも被害に遭ったものも
あるでしょうし、いつの間に
か廃棄されてしまったものも
あるかもしれません。
　国の重要文化的景観選定を
目指す狩浜の段畑にも被害が
ありました。災害は、当市の
歴史文化にも大きなダメージ
を与えたのです。
公文書の一部を乾燥

　文化財とはやや異なる分野
になりますが、市が保管する
公文書の一部も今回の災害で
水に浸かったものがありまし
た。この中の一部については、
当課と関係課で協力して乾燥

　図書館に、ぜひ１度来てみ
てください。
図書館ってこんなとこ

・ 皆さんが求める本や資料、
情報を収集、保存、提供し、
暮らしを応援する

・ 読みたい、調べたい、学び
たいを応援する

・誰もが入りやすい憩いの場
・ 本を通じた人と人との交流

の機会をつくる場
開館時間

　中央館、野村・三瓶分館の
開館時間は午前 9 時 30 分か
らです。お間違いないように
お気をつけください。
中央館

　午前９時 30 分～午後６時
　≪７・８月≫
　午前 9 時 30 分～午後 7 時
野村・三瓶分館

　≪火～金≫
　午前９時 30 分～午後６時
　≪土～日≫
　午前９時 30 分～午後 5 時
明浜・城川各分館

　午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分

新しく入った本を調べる
① 図書館ホームページの「本

の検索・予約」をクリック

②「新着資料検索」をクリック

③ 「新刊」か「新着」を選択
して探すことができます
問  市民図書館☎ 62-6420

させる作業を行いました。
　類似する被害はこれまでに
も日本各地にあって、博物館
の職員などで構成するネット
ワークなどが救済にあたった
実績があります。そうした活
動により生み出されたマニュ
アルを参考に、愛媛県歴史文
化博物館からも助言をいた
だきながら作業にあたりまし
た。今後は、さまざまな災害
を想定した備えも考えていく
必要があります。
　文化財や公文書の救済自体
は、復興や復旧に直接影響を
及ぼすことはないかもしれま
せん。しかし文化財や公文書
は、人々がこの地で生きた証
であり、多くの人が関わって
今日まで伝えられてきたもの
です。微力ですが、少しでも
これらを未来へ残し伝えるこ
とが、復興の一助となれば幸
いです。
 問 スポーツ・文化課 
　  ☎ 62-6416

生活の安全に関する不安
警察相談専用電話
「＃ 9110」へ相談を

　犯罪や事故には至っていないけれど、生活の安全や平穏に関
わるさまざまな悩みごとや困りごとを抱えていませんか。その
ようなときは、警察相談専用電話「＃ 9110」に相談ください。
相談内容

　ストーカーや DV、悪質商法、近隣や職場でのトラブルや、
治安に関する不安など、生活の安全に関する不安や悩みについ
て。電話で＃ 9110 にかけると、全国どこからでもその地域を
管轄する警察本部などの相談窓口につながります。
対応など

　相談業務を担当する専門の職員（警察官や元警察官など）が、
相談者のプライバシーや要望に配慮しながら、問題解決に向け
てさまざまな対応を行います。9 月 11 日は、警察相談の日です。
問  西予警察署☎ 62-0110
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人 
事 

異 

動

８
月
６
日
付
で
発
令
し
ま
し
た
。

７
月
豪
雨
災
害
で
被
災
し
た
人
の
支
援
と

ま
ち
の
復
興
の
た
め
、「
復
興
支
援
課
」
を
設
置
し
ま
す
。

同
時
に
「
福
祉
課
」
や
「
環
境
衛
生
課
」
な
ど
、

被
災
者
支
援
業
務
を
担
う
課
の
職
員
を
増
員
し
ま
す
。

問 

総
務
課
☎
62
‐
６
４
０
０

「復興支援課」を設置
　平成 30 年７月豪雨災害にかかる被災者の生活支
援と被災地域の復興支援策の企画立案、災害復興
事業を調整するため復興支援課を設置。
　同時に、現地対策と復興支援事業の推進を図る
ため、野村支所内に野村復興支援室を設置します。
　被災者支援業務を実施する「福祉課」や「環境
衛生課」と「野村支所生活福祉課」に職員を増員
します。
　政策推進課は廃止し、政策調整係と情報推進室
はまちづくり推進課へ移管します。

財 政 課 財 政 係
管 財 係

まちづくり推進課 まちづくり推進係
地 域 振 興 係

ジオパーク推進室 ジオパーク推進係

男女共同政策室 参 画 推 進 係

情 報 推 進 室

監 理 用 地 課 契 約 監 理 係
用 地 登 記 係

工 事 検 査 監

総 務 課 人 事 給 与 係
職 員 厚 生 係
総 務 秘 書 係
行 政 係
付（派遣職員）

危 機 管 理 課 危 機 管 理 係
地 域 防 災 係

税 務 課 市 民 税 係
固定資産税係
管 理 収 納 係

総 務 企 画 部

復 興 支 援 課

野村復興支援室

復 興 総 務 係

復 興 支 援 係

政 策 調 整 係

新任　　 旧任
〈本 庁〉
【課長級】

一井健二 まちづくり推進課長 政策推進課長
和氣岩男 復興支援課長 まちづくり推進課長
大森寿和 復興支援課野村復興支援室長 市民課長

◎ 松本豊和 市民課長 健康づくり推進課長補佐
【課長補佐級】

大塚進二 税務課長補佐 三 瓶 支 所 総 務 課 長 補 佐
（兼）税務係長

大﨑伸一 復興支援課長補佐 まちづくり推進課長補佐

◎ 亀岡敦志
健康づくり推進課長補佐

（兼）保健予防係長（兼）
医療対策室医療対策係長

健康づくり推進課保健予
防係長（兼）医療対策室
医療対策係長

大野本敦 福祉課長補佐 学校教育課長補佐

浦田和喜 経済振興課長補佐（兼）
産業創出係長 経済振興課長補佐

【係長級】
正司哲朗 復興支援課復興総務係長 政策推進課行革推進係長

岡田拓郎 復興支援課野村復興支援
室復興支援係長 経済振興課産業創出係長

【主任級】
片山大輔 復興支援課主任 政策推進課主任
竹内健 環境衛生課主任 監理用地課主任

【主査級】

兵頭孝明
復興支援課野村復興支援
室主査（兼）野村支所総
務課主査

野村支所総務課主査

【主事級】
西川博教 総務課技師 上下水道課技師

二宮裕一 環境衛生課主事 明浜支所総務課主事（兼）
総務企画部税務課主事

阿部優也 経済振興課主事 監理用地課主事
三好秀彰 建設課技師 監理用地課技師

〈野 村 支 所〉
【主任級】

大野純 生活福祉課主任 城川支所産業建設課主任
〈城 川 支 所〉
【主査級】

松本沙織 産業建設課主査 総務課主査
〈三 瓶 支 所〉
【課長補佐級】

兵頭俊也 総務課長補佐（兼）税務
係長

三瓶教育課長補佐（兼）
教育庶務係長

〈教 育 委 員 会〉
【課長補佐級】

長野聖司 三瓶教育課長補佐（兼）
教育庶務係長 税務課長補佐

平成 30年 8月 6日付（◎印は昇任を表す）

組織機構図
変更のあった総務企画部のみ掲載します。

ICT 推 進 係
広 報 統 計 係
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　野村分会の活動について、
紹介します。
西予市人権のつどい野村会場

　野村町では、平成 5 年度
から児童生徒の人権の主張や
人権劇、差別の現実に学ぶ講
演会など、創意工夫を凝らし
て「人権を考える町民の集い」
を開催してきました。現在は

「西予市人権のつどい野村会
場」での講演会を、外部講師
を招き実施しています。

小集落の自発的学習の推進
　小集落学習会により、人
権啓発活動を行っています。
130 の行政区の区長に学習会
の開催を依頼し、各地区の推
進員の協力によって小集落単
位で人権・同和教育の学習会
を実施しています。

校区別人権・同和教育学習会
　公民館と小中学校が連携
し、人権教育参観日を実施し
ています。人権標語や作文の
発表、講師を招いての講演会
など、学校規模や地域の実態
に合わせた、特色ある内容と
なっています。学校が統合し、
過疎化や高齢化が進み、住民
の学習機会を確保することが
今後の課題です。

「日だまり研修会」
　平成 25 年に、人権対策協
議会野村支部の活動終結に伴
い「日だまり研修会」として
野村分会が活動を継承するこ
ととなりました。
　実施内容は、小中高生の意
見発表と交流レクバレー大会
です。しかし、高齢化により
レクバレーの参加者が減少
し、内容の再検討を迫られて
います。
問  生涯学習課☎ 62-6415

減塩でおいしい調理法も学べる
「糖尿病教室」

　西予市民病院では、昨年 9
月から地域の人を対象に「糖
尿病教室」を実施しています。

糖尿病ってどんな病気？
　初期の段階では自覚症状が
ほとんどありません。進行す
るとトイレの回数や尿の量が
増えたり、のどが渇いたり、
体が疲れやすかったりという
兆候が現れます。更に進行す
ると合併症を引き起こし、命
を落とす危険があります。
　糖尿病は治らない病気とい
われていますが、生活習慣を
見直し、血糖コントロールが
できれば健康な人と変わらな
い生活を送ることができます。

「糖尿病教室」で学べる
　医師や看護師、薬剤師、管
理栄養士、検査技師、理学療
法士が分かりやすく、次のよ
うな話をしています。
・ 糖尿病の人が喫煙するとど

うなるのか
・ アルコールについてはどう

なのか

　強いストレスを受けると心と体
のバランスが崩れ、自分自身のつ
らさに気付けず、心の病気につな
がることがあります。
　ストレスの原因は人それぞれで
す。まずは自分の心の状態に耳を
傾けて、そのつらさに気付くこと
が大切です。身近な人が、いつも
と違う様子であることに気付いた
ら、まずは声をかけましょう。
２週間以上続いていませんか？

　次のような症状は、心のSOS サ
インです。早めにご相談ください。
・ 気分が落ち込んだとき、いつまで

経っても気分が回復しない
・ 食欲がなく、体重が３kg 以上減った
・ 普段より２時間早く目が覚める
（早朝覚醒）
こころの相談窓口

　「ささいなことだから…」と思う
ことでも、ご相談ください。
対応日時

　平日の午前8 時30 分～午後5 時15 分
相談先

　健康づくり推進課☎62-6407
　明浜支所 生活福祉課☎64-1271
　野村支所 生活福祉課☎72-1113
　城川支所 生活福祉課☎82-1115
　三瓶支所 生活福祉課☎33-1313
　八幡浜保健所 健康増進課
　☎0894-22-4111
　県心と体の健康センター
　☎089-911-3880

「食欲がない…」
「朝、早く目覚める…」
心の SOSサイン、
私たちに相談を ・ 高血圧と塩分について、塩

分を取り過ぎるとどんな悪
影響があるのか

・ 出汁を使って減塩して、お
いしい食事を作る調理法

・ 家の中でもできるエクササ
イズ（運動・体操）

誰でも参加可能
　糖尿病教室は、糖尿病で通
院している患者さんに限ら
ず、家族が糖尿病で「日常生
活でどんなことに気を付けれ
ばよいのか分からない」とか

「健診で予備軍と言われてい
て気になる」と思っている人
など、どなたでも参加可能で
す。興味のある人は、お気軽
にお問い合わせください。
場所  西予市民病院
日時

　第 2・第 4 水曜日の午後 6
時 30 分～ 7 時 30 分（予約制）
参加費  無料

　（一部自己負担がある場合あり）
問  西予市民病院☎ 62-1121

（西予市民病院外来看護師　
久保由布子）

　７月豪雨により、土砂
災害や河川の氾濫が発生
し、西予市内でも５人が
亡くなられました。
　家屋や道路の損壊、農
作物の被害なども発生し
ています。

PTSDとは
　被災したショックや今
後の生活不安などから生
じるストレスが、うつ病
や PTSD（ 心 的 外 傷 後 ス
トレス障害）といった精
神疾患につながることが
あります。
　悲惨な経験や記憶が心
の傷として残り、さまざ
まな症状を引き起こしま
す。災害直後に受けたス
トレスは徐々に軽減して
いくのですが、１カ月以
上続いてしまったものが
PTSD で す。 ス ト レ ス と
なる出来事を経験してか
ら数週間、時には何年も
経ってから症状が出るこ
ともあります。

主な症状
・ 突然つらい記憶がよみが

える
・ 緊張が続き、常にイライ

ラする
・ 出来事を思い出させるよ

うな人、場所、状況を避
ける

・ ぼうぜんとして感情が湧
かない

対応
・ 周囲の理解と支援が不可

欠です
・ 対等な立場で、その人の

話を聞くことが重要です
・ 人によって悲惨な経験は

異なります
・ PTSD に な っ た か ら と

いって、心が弱いわけで
はありません

症状が続く場合は
　症状が数カ月以上続い
たり、悪化したりする場
合は、専門家の診断を受
けてみてください。
問  市消防本部☎ 62-0119

県人教西予支部
野村分会の活動
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「災害ストレス」にご注意
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「
は
か
り
」
の
定
期
検
査

Consumer affairs center

三
瓶
支
所

　

９
月
６
日
（
木
）
午
前
11
時
〜
午
後
３
時

惣
川
公
民
館

　

９
月
７
日
（
金
）
午
前
11
時
〜
正
午

乙
亥
会
館

　

９
月
10
日
（
月
）
午
前
11
時
〜
午
後
３
時

総
合
セ
ン
タ
ー
し
ろ
か
わ

　

９
月
11
日
（
火
）
午
前
11
時
〜
午
後
２
時

西
予
市
役
所
（
１
階
市
民
ロ
ビ
ー
）

　

９
月
12
日
（
水
）
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

　

９
月
13
日
（
木
）
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
２
時

ど
の
「
は
か
り
」
が
対
象
？

　

計
量
法
第
19
条
に
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
が
検
査

対
象
で
す
。（
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
量
目
を
表
示
す
る
商

品
の
計
量
に
使
用
す
る
は
か
り
や
、
医
療
機
関
や
学

校
で
健
康
診
断
の
た
め
に
使
用
す
る
は
か
り
な
ど
）

問 
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済
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課
☎
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‐
６
４
０
８

　

  

県
計
量
検
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所
☎
０
８
９
‐
９
４
７
‐
４
０
０
１

　

取
引
や
証
明
に
使
用
す
る
「
は
か
り
」
は
、
２
年

に
一
度
の
定
期
検
査
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

合
格
シ
ー
ル
の
な
い
も
の
は
原
則
使
用
で
き
ま
せ

ん
。
い
ず
れ
の
会
場
で
も
受
付
で
き
ま
す
の
で
、
必

ず
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

ヘ
ル
ス
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ー
や
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ッ
チ
ン
ス
ケ
ー
ル
な
ど
、

家
庭
内
で
使
用
す
る
も
の
は
検
査
不
要
で
す

明
浜
町
民
会
館

　

９
月
３
日
（
月
）
午
前
11
時
〜
午
後
３
時

狩
江
公
民
館 

　

９
月
４
日
（
火
）
午
前
11
時
〜
午
後
３
時

俵
津
公
民
館

　

９
月
５
日
（
水
）
午
前
11
時
〜
午
後
３
時 
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買い物気分で
情報探しを
楽しんで

Information market
仕事や生活、趣味に役立つ最新情報をお届けします。
パラパラめくって、気になるものをチェック！

自分にぴったりな掘り出し情報が、きっと見つかります。

買い物気分で

情報掘り出し市

救急医療を守ろう

救急病院に「軽症」患者が集中すると…
　休日や夜間、救急病院に軽症の患者さんが集中
することで、医師の負担が増えています。
　同時に、安易な救急車の呼び出しで出動回数が
増加し、重症な患者さんの搬送に困るケースも増
加しています。
　このままでは、住民の皆さんに適切な医療を提
供できなくなる恐れがあります。それを防ぐため
に愛媛県では「愛媛の救急医療を守る県民運動」
を実施しています。
普段から３つの心がけ

　①日頃から「かかりつけ医」を持ちましょう
　② 健康診断や検診などで、病気の予防や早期発

見に努めましょう
　③家庭で薬を常備しましょう

知 っ 得 情 報

受診の３つの心がけ
　①なるべく通常の診療時間内に受診しましょう
　② 救急車で搬送されても軽症の人は、通常の受

付順となる場合があることに留意しましょう
　③ 休日などで比較的症状が軽い場合は、休日当

番医を利用しましょう。広報せいよに毎号掲
載（今月はＰ32）しています

症状は軽いけれど受診したい場合
　休日や夜間に、どの病院に行けばよいか分から
ない場合は、えひめ医療情報ネット（インター
ネット）で検索できます。
　消防署（☎62-0119、三瓶地区は☎
33-3349）に問い合わせても可。必要な
情報を得ることができます。
子どもの急な病気

　お子さんの急な病気やけがで心配なときは、
小児救急医療電話相談（＃8000）を利用くださ
い。経験豊富な看護師や医師が相談に応じます。
問  健康づくり推進課☎ 62-6407愛 媛 県 の 救 急 医 療 体 制

症
状
・
緊
急
度

初 期 救 急
比較的症状の軽い患者

休 日 夜 間 急 患 セ ン タ ー 、在 宅 当 番 医

２ 次 救 急
入院や手術が必要な重症状の患者

地 域 の 中 核 病 院 が 交 代 で 担 当

3 次 救 急
脳卒中など特に症状の重い患者

救 急 救 命 セ ン タ ー
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屋外広告物の
ルールを守って

　懸垂幕や壁面広告物など、
常時または一定期間継続して
屋外で公衆に表示されるもの

（屋外広告物）を掲出するに
は、許可が必要です。
　エリアによって掲出できる
広告物の大きさや高さには基
準があり、一定の規制をして
います。
許可なく掲出したら…

　必要な許可を得ず掲出した
ら条例違反となります。詳し
くはお問い合わせください。
修繕や撤去など管理を

　老朽して破れた看板など、
管理の行き届いていない広告
物が多数見られます。
　広告掲出者は、修繕や撤去
など、適切な維持管理をして
ください。
問  建設課☎ 62-6410 

下水道排水設備工事
責任技術者試験

　責任技術者の資格は、宅内
の排水設備工事を行うために
必要です。
　上記試験の申込用紙は、上
下水道課（西予市役所２階）
で受け取ることができます。
試験日時   10 月 27 日（土）

　午後１時 30 分～３時 30 分
場所  松山大学２号館
試験手数料  4000 円

　受験講習希望者は 8500 円
試験申込期限   9 月 7 日（金）
申込方法  持参または郵送

　郵送の場合、申込期限日消
印有効。
申込先  

〒 790-8571 松山市二番町四丁
目 7-2 松山市下水道サービス課
内 愛媛県下水道協会事務局
☎ 089-948-6528

がんばれせいよの
アスリート！
アーティスト！

　学校から掲載依頼があった
ものを掲載します。

アスリート部門
第 34 回全国小学生陸上競技
交流大会愛媛県最終選考会（7
月 16 日・愛媛県総合運動公
園陸上競技場）
≪女子 6 年 100 ｍ≫
１位： 片山亜紀（宇和町小６）

13 秒 73
≪女子小学４× 100 ｍリレー≫
１位： 片山亜紀 （宇和町小６）

55 秒 16 ※他３名は市
外在住

≪女子小学ジャベリックボール投≫
　３位： 田中千紗（宇和町小6）

35m16cm
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　  広　報　文　芸

夜間・休日の救急診療
【二次救急】
中症～重症患者の受け入れをする医療機
関です。検査・入院・手術が必要な場合
に備え医師と外来看護師が当直し、検査・
放射線技師が待機して救急医療にあたっ
ています。変更となる場合があるため医
療機関へ確認の上、お出かけください。

9月 奇数日が西予市民病院
偶数日が野村病院

西予市民病院☎ 62-1121
市立野村病院☎ 72-0180
【一次救急】
入院や手術の必要がない軽症患者の治療
にあたります。
〈宇和・明浜地区〉

９月 ２日(日)上甲耳鼻咽喉科
（卯之町一）☎62-0012

９月 ９日(日)高千穂医院
（上松葉）　☎62-5009

９月16日(日) 二宮医院
（卯之町二）☎62-0144

９月17日(月) おだクリニック
（卯之町五）☎62-6606

９月23日(日) 矢野整形外科
（卯之町三）☎62-6698

９月24日(月) 近藤医院
（卯之町一）☎62-2311

９月30日(日) 土居内科
（上松葉）　☎69-1285

〈野村・城川地区〉

９月 ２日(日)宇都宮内科
（野村町野村）☎72-3333

９月 ９日(日)おか医院
（野村町阿下）☎72-3456

９月16日(日)
野村病院

（野村町野村）☎72-0180
※ 17日、23日は二次救急

でないため検査不可

９月17日(月)
９月23日(日)
９月24日(月)
９月30日(日)
〈三瓶地区〉
９月 ２日(日)

八幡浜一次救急休日・
夜間診療所

（八幡浜大平）
☎0894-24-1199

９月 ９日(日)
９月16日(日)
９月17日(月)
９月23日(日)
９月24日(月)
９月30日(日)
〈小児科〉

９月 ２日(日)
八幡浜一次救急休日・
夜間診療所

（八幡浜市大平）
☎0894（24）1199

９月 ９日(日)
おおむら小児科

（内子町城廻）
☎0893（44）7117

９月16日(日)
みかんこどもクリニック

（八幡浜市白浜通）
☎0894（20）8800

９月17日(月)
亀井小児科

（大洲市東大洲）
☎0893（24）3757

９月23日(日)
八幡浜一次救急休日・
夜間診療所

（八幡浜市大平）
☎0894（24）1199

９月24日(月)
ごうお小児科

（大洲市西大洲）
☎0893（24）3936

９月30日(日)
守口小児科

（八幡浜市産業通）
☎0894（24）7770

外科治療は対応困難なため、けがなどの場合
は外科系当番医か救急病院をご利用ください。

年金の控除
扶養親族の申告を

　老齢または退職を支給事由
として支給される年金は、雑
所得として所得税が課せられ
ます。（障害年金、遺族年金
は課税されません）
　65 歳未満の人は年金額が
108 万 円 以 上 の 場 合、65 歳
以上の人は 158 万円以上の場
合、年金支払い時に所得税を
源泉徴収されます。
９月に届く「申告書」の提出を

　対象者には、9 月に「平成
31 年分扶養親族等申告書」が
日本年金機構から届く予定で
す。この申告書を提出するこ
とにより、基礎控除や扶養控
除などの控除が受けられま
す。提出期限までに必ず提出
してください。
問  ねんきんダイヤル
　  ☎ 0570-05-1165 
　  宇和島年金事務所
      ☎ 0895-22-5440

申し込んだかな？
集団健診

　今年の４月から、集団健診
は申込制になりました。
　まだの人は早めに健康づく
り推進課か、各支所生活福祉
課へ申し込みを。申し込みを
することで健診前に問診票が
届きます。詳しくは２月に配
布した健診日程表か、市ホー
ムページをご覧ください。
問   健康づくり推進課健診専

用ダイヤル☎ 62-0489

まだ、 集団健診の申し
込みをしてない人は、遠
慮なく言うちゃんない！
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あけはまシーカヤックツーリング

　シーカヤックで大早津海水浴場から海岸沿いに８km
の航海。宇和海の穏やかな海を滑るように進むカヤック
は爽快感抜群。定員 30 人まで。
日時  9 月８日（土）午前９時～午後３時 30 分
場所  大早津海水浴場（明浜町高山）
料金  お弁当とお茶、塩風呂はま湯の入浴割引券付き

　中学生以下 1500 円、高校生以上 4000 円
　（中学生以下と高校生以上のペア１組 5000 円）
申込期限  ８月 31 日（金）午後５時
問  明浜支所 産業建設課☎ 64-1287 

慮なく言うちゃんない！

悲しくて涙が止まらないけど、 笑顔でいるんだっ。
明けない夜はないって、きっとまたいつか心から笑
える日が来るって、 ぼく、 信じてるよっ…！

イ ベ ン ト

市民体育祭
（中止）

　8 月 26 日（日）に開
催を予定していた西予市
民体育祭は中止となりま
した。
問  スポーツ・文化課
　  ☎ 62-6416

市民ゴルフ大会
（中止）

　9月１日（土）に開催
を予定していた西予市民
ゴルフ大会は中止となり
ました。
問  スポーツ・文化課
　  ☎ 62-6416

2018.９月号 ❸❷このまちで暮らす、私たちが主役のMagazine 広報せいよ❸❸



お誕生おめでとう
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6
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〜
7
月
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届
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（
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を
得
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
掲
載
を
希
望
し
な
い
場
合
は
届
出
の
際
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

こ
の
記
事
を
営
利
目
的
に
利
用
す
る
こ
と
を
禁
じ
ま
す
。

ご縁をサポートします

　結婚推進員が素敵なご縁をサポートす
る結婚相談。本人はもちろん、家族から
の相談も可。予約不要。
高山公民館

９月 10 日（月）午後１時～３時
市教育保健センター 　

９月５日（水）午後４時～７時
野村公民館

９月 25 日（火）午後３時～５時
三瓶文化会館

９月 15 日（土）午後１時～３時
問  生涯学習課☎ 62-6415

生活に困ったら
まずは相談を

　暮らしや就労、子育て、介護、
障がいなどの悩みに応じる福
祉相談。１人１人の状況に対
応します。予約不要。
三瓶北公民館

９月 12 日（水）午前 10 時～正午
石城公民館

９月 26 日（水）午前 10 時～正午
問  市福祉総合相談センター
　  ☎ 62-1150 

差別やいじめに
悩んでいる

　差別やいじめ、変なうわさ
を立てられた場合などに利用
できる人権相談。予約不要。
高山公民館

９月 10 日（月）午後１時～３時
総合センターしろかわ

９月 14 日（金）
　午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分
問  人権対策室☎ 62-6492 

行政に
意見や要望がある

　行政全般に関する苦情や意
見、要望などを相談できる行
政相談です。予約不要。
高山公民館

９月４日（火）午前９時 30 分～正午
市役所１階　相談室

９月５日（水）午前９時 30 分～正午
野村公民館

９月３日（月）午前９時～ 11 時
総合センターしろかわ

９月 14 日（金）
　午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分
三瓶支所

９月 18 日（火）午後１時～３時
問  総務課☎ 62-6400 

社協主催
心配ごと相談

　日常生活での悩みや困りご
とを相談できます。予約不要。
田之浜公民館

９月 12 日（水）午後１時～３時
市社会福祉協議会 宇和支所

９月 11 日（火）午後１時～３時
９月 25 日（火）午後１時～３時
野村保健福祉センター

９月 11 日（火）午後１時～３時
総合センターしろかわ

９月 14 日（金）
　午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分
市社会福祉協議会 三瓶支所

９月 18 日（火）午後１時～３時
問  市社会福祉協議会 本所
　  ☎ 72-2306 

社協主催
介護・福祉・認知症相談

　ホームヘルパーやデイサー
ビス、福祉用具利用について
相談できます。予約不要。
田之浜公民館

９月 12 日（水）午後１時～３時
市社会福祉協議会 宇和支所

９月３日（月）午後１時～３時
野村保健福祉センター

９月 12 日（水）午後１時～３時
総合センターしろかわ

９月 14 日（金）
　午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分
市社会福祉協議会 三瓶支所

９月 18 日（火）午後１時～３時
問  市社会福祉協議会 本所
　  ☎ 72-2306 

相 談

子育て相談
　子育てに不安を感じる保護者の相談に
応じます。相談日以外でも対応可能。心
の休息に利用してくださいね。
日   ９月６日、13 日、20 日、27 日（いずれ

も木曜日） 午後１時 30 分～３時 30 分
場   宇和文化会館裏 大駐車場内事務所
担   せいよ家庭教育・子育て応援グループ
相  ☎ 69-1023（相談日のみ）
問  生涯学習課☎ 62-6415

人 口

世 帯 数

出 生

死 亡

　3万8300人(-24)
　男 1万8129人(-16)
　女 2万171人(-8)

　1万8072世帯(+3)
　　
　19人(+1)
　男 9人(-1)　女10人(+2)

　67人(+18)
　男40人(+15)　女27人(+3)

市
民
の
う
ご
き
︵
７
月
末
︶

カ
ッ
コ
内
は
前
月
比

社協主催
法律相談

　日常生活で法律にかかわる
問題に、弁護士が対応します。
総合センターしろかわ

９月 14 日（金）午前 9 時 30 分～正午
予 市社会福祉協議会 城川支所
　 ☎ 82-1266
市社会福祉協議会 三瓶支所

９月 18 日（火）午後１時～３時 30 分
予 市社会福祉協議会 三瓶支所
　 ☎ 33-3046

予約制

子どもに関する
定期巡回相談

　子どもの性格
や行動に心配は
あ り ま せ ん か。
しつけや子育て
の不安、子ども
の非行やいじめなどで悩んでいませんか。
南予子ども・女性支援センターの児童福
祉司と児童心理司が相談に応じます。
日  ９月 11 日（火）午前 10 時～午後 3 時
場  市役所１階相談室
問  福祉課☎ 62-6428

心の悩み相談
　さまざまな心の悩みと不安
に、精神科の医師や保健師が
応じます。
日   ９月 19 日（水）
　   午後２時～３時 30 分
場  市教育保健センター
問  健康づくり推進課
　   ☎ 62-6407

予約制
お酒の悩み相談

　アルコールの問題に、相談
員と保健師が応じます。
　家族からの相談も可。
日   ９月 20 日（木）
　　午後２時～３時 30 分
場  市教育保健センター
問  健康づくり推進課
　  ☎ 62-6407

予約制
難病相談

　難病の人やその家族の人を
対象に、療養上の不安軽減や、
生活の質の向上を図ります。
日   ９月 13 日（木）
　　午後２時～４時
場  八幡浜保健所
　 （八幡浜市北浜１丁目 3-37）
問  八幡浜保健所
　  ☎ 0894-22-4111

社協主催
登記相談

　土地の相続や贈与などの相
談に、司法書士が対応します。
市社会福祉協議会 宇和支所

９月 21 日（金）午後１時～３時
予 市社会福祉協議会 宇和支所
　 ☎ 62-2000

予約制
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 個人的なご相談 5,000円 事業者のご相談

まずはお電話下さい。
☎0893-57-6266

◆相談料(1時間ごと)     ※土日・平日夕方のご相談は応相談

大洲市中村231愛媛舗道ビル2階  http://www.murakami-law.net

弁護士費用の分割払いも可能です。

 10,000円

編〇  集〇  後〇 記〇
　大好きなまちの光景が変わった。初めてそれ
を目にしたとき、体が震えてうまく息ができず、
涙が止まりませんでした。悲しくて、カメラの
シャッターがどうしても押せない。普段は笑顔
の素敵な人たちが、ときに顔を伏せ、ときにふ
っきれたように、ときに涙を流しながら、それ
でも励まし合って復旧作業をしている。たまり
ませんでした。目に見える場所は日に日に片付
いていますが、目に見えない心の傷が心配です。
野村の人たちのあの穏やかで明るい笑顔が、１
日も早くまちじゅうに戻りますように。（堀）

ＬＩＮＥアプリの「その他」→「友だち追加」から
「ＩＤ検索」ｏｒ「ＱＲｺｰﾄﾞ」で登録してください。友達追加方法

ＩＤ検索 ＠ｓｃｔ７８１１

西予ＣＡＴＶ公式ＬＩＮＥアカウント

お友達募集中！

キャンペーンや番組放送スケジュールなど
情報盛りだくさん

最新情報をお届け♪

 西予ＣＡＴＶに加入のあなた 西予ＣＡＴＶに未加入のお友達

広告募集中
問  情報推進室

 ☎ 0894-62-6404　

いつもそばに　ここが私のふるさと

第24回全国「かまぼこ板の絵」展覧会から入賞作品を紹介

今年の大賞作品は、幼子の汚れなきつぶらな瞳に心
洗われる「無垢な視線」。
かまぼこ板の絵展覧会史上初の、審査員全員一致で
大賞に決定した名品です。
全国から力作が揃う中、市内の方も入賞しています。
大賞と市内入賞作品（優良賞、奨励賞を除く）2点
を紹介します。
問  ギャラリーしろかわ☎ 82-1001

四国西予ジオパーク賞
「いいこと　いっぱい　いわきっこ」

平成 29 年度西予市立
石城小学校１年生　きらきら７

大賞
「無垢な視線」

瀬尾 楓さん（27）＝群馬県＝

東宇和農業協同組合組合長賞
「西瓜」

松本 幸
さ ち こ

子さん（13）＝宇和町＝

広告募集中
問  情報推進室

 ☎ 0894-62-6404　

紹介
12/2
まで


